
平
成
六
年
五
月
二
十
四
日
発
行

第
二
八
○
号

大
豊
町
中
央
公
民
館
編
集

印
刷
高
知
印
刷
株
式
会
社

四
月
末
の
人
口
世
帯
数

世
帯
三
、
○
七
四
戸

人
口
七
、
四
四
七
人

女
三
、
九
七
○
人

男
三
、
四
七
七
人
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大豊町集落シリーズ（天坪地区馬瀬）平成6年5月10日撮影

◎
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

い
つ
も
正
し
い
通
行
を
し

ま
す
。

◎
子
供
と
高
齢
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

◎
交
通
法
規
を
守
り
交

通
安
全
を
励
行
し
ま
す
。

◎
運
転
す
る
と
き
は

酒
を
飲
み
ま
せ
ん
。

飲
ま
せ
ま
せ
ん
。

飲
ん
だ
ら
運
転
し
ま
せ
ん
。

◎
み
ん
な
の
自
覚
と
協
力

で
交
通
違
反
を
追
放
し
ま

す
。

◎
道
路
交
通
環
境
を
良
く

し
み
ん
な
で
正
し
く
利
用

し
ま
す
。

｜
大
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安
全
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夢 芦＝誰
し
も
元
気
で
少
し
で
も
長
生

き
を
し
た
い
と
望
む
も
の
で
あ
る

が
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い

へ

〆

1

齢仏

寵剛晶撞 静

町長から祝福を受ける吉川岩さん・三谷尭茂さん、いつまでもお元気で

四
月
十
三
日
、
東
豊
永
地
区
公

民
館
に
て
、
延
寿
会
（
会
長
小
松

俊
雄
）
で
は
、
設
立
三
十
周
年
の

祝
賀
式
典
を
盛
大
に
行
い
ま
し

た
。

昭
和
三
十
九
年
四
月
に
設
立
し

た
延
寿
会
も
、
高
度
経
済
成
長
期

や
過
疎
化
な
ど
幾
多
の
苦
難
を
乗

り
越
え
、
組
織
の
存
続
を
図
り
な

が
ら
地
域
と
の
連
帯
を
密
に
し
、

町
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

今
日
の
社
会
状
況
等
々
厳
し
い

町
長
さ
ん
や
多
く
の
方
々
か
ら
白

の
が
現
実
で
あ
る
。
寿
の
祝
福
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

奥
大
田
部
落
に
住
む
「
吉
川
岩
ど
う
か
百
歳
と
言
わ
ず
、
百
十

お
婆
さ
ん
」
と
西
峰
土
居
部
落
に
歳
も
百
二
十
歳
ま
で
も
元
気
で
長

住
む
「
三
谷
尭
茂
お
爺
さ
ん
」
。
共
生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

に
明
治
二
十
八
年
生
ま
れ
の
白
寿
で
す
。

（
九
十
九
歳
・
数
え
年
で
は
百
歳
◎
白
寿
と
は
、
（
「
百
」
字
か
ら
一

の
鶴
寿
）
。
こ
の
お
二
人
は
、
近
年
を
と
れ
ば
「
白
」
字
と
な
る
か
ら

耳
は
多
少
遠
く
な
っ
た
そ
う
で
す
い
う
）
九
十
九
歳
の
祝
。
と
広
辞

が
、
日
々
の
生
活
に
は
、
そ
れ
ほ
苑
に
あ
り
ま
す
。

ど
不
自
由
は
な
く
元
気
で
家
事
を
お
め
で
ヒ
シ
，

手
伝
っ
て
い
る
そ
う
で
す
．
ご
ざ
い
説
す

診
…
§
●
診
；
；
；
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§
；
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；
；
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；
；
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延
寿
会
設
立
三
十
周
年
を
祝
う

P

も
の
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が

高
齢
者
の
知
恵
と
経
験
を
生
か
し

福
祉
社
会
「
生
き
が
い
お
お
と
よ

三
月
の
吉
日
、
吉
川
岩
さ
ん
は

奥
大
田
の
実
家
で
、
三
谷
尭
茂
さ

ん
は
大
畑
井
の
集
会
所
で
、
渡
辺

１
１

堺
守A

の
幸
せ
づ
く
り
」
の
構
築
の
た
め

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
益
々
ガ
ン
バ

っ
て
頂
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
式
典
で
は
延
寿
会
設
立

以
来
、
山
間
地
域
の
医
療
に
献
身

的
に
専
念
さ
れ
、
住
民
の
健
康
管

理
に
努
力
さ
れ
て
い
る
「
高
橋
病

院
長
高
橋
康
彦
先
生
」
や
会
設

立
以
来
の
会
員
西
村
千
代
喜
さ

ん
・
二
十
年
以
上
延
寿
会
員
と
し

て
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
小
松
会
長
よ
り
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
つ
づ
き
午

後
か
ら
は
祝
賀
の
宴
が
開
か
れ
、

三
十
周
年
の
節
目
を
祝
い
あ
っ
て

ま
し
た
。

一

河

会場いっぱいの会員で盛会でした

三
月
二
十
九
日
、
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
総
会
が
開
か
れ
、

県
下
で
土
地
改
良
対
策
事
業
に
功

労
の
あ
っ
た
十
一
名
の
方
々
が
高

知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度

よ
り
、
桃
原
地
す
べ
り
防
止
対
策

委
員
長
と
し
て
、
永
年
に
亘
り
地

す
べ
り
地
域
の
防
災
事
業
・
農
地

の
保
全
対
策
及
び
地
域
農
業
の
発

展
に
努
め
ら
れ
て
き
た
「
桃
原
部

落
の
上
村
正
邦
氏
」
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
五
月
、
町
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
七
期
、
議
会

議
員
と
し
て
、
そ
の
職
務
に
専
念

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
努
め

ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

五
年
度
の
全
国
町
村
議
会
議
長
定

期
総
会
の
席
に
お
い
て
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
会
長
よ
り
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

９
歩
翻
り
少
謡
，
〆
唖
＆
〃
潮
９
ヶ
韮
９
〃
麺
９
〃
麺

土
地
改
良
功
労
者
表
彰

桃
原
地
す
べ
り
防
止
対
策
委
員
長

上
村
正
邦
氏
（
桃
原
）
受
賞

桑
名
芳
雄
町
議
会
議
長

自
治
功
労
表
彰
受
け
る
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大
杉
中
学
校
体
育
館
に
て

記
念
式
典

一
Ｊ

国
民
の
祝
日
で
あ
る
「
み
ど
り

の
日
」
四
月
二
十
九
日
を
広
く
県

民
に
普
及
す
る
と
と
も
に
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
、
森
林
と
人
間
と

の
か
か
わ
り
や
林
業
事
業
の
推
進

並
び
に
緑
化
活
動
へ
の
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
く
目
的
と
し

て
、
県
緑
化
推
進
委
員
会
（
委
員

長
杉
本
菅
夫
県
議
会
議
長
）
主
催

で
「
み
ど
り
の
つ
ど
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
大
杉
中
体
育
館

で
開
会
行
事
が
行
わ
れ
、
県
下
の

緑
化
功
労
者
ら
個
人
六
名
・
四
団

体
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
つ
づ
い
て

土
佐
寒
蘭
セ
ン
タ
ー
所
長
・
山
脇

哲
臣
先
生
に
よ
る
「
人
間
と
森
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た

後
、
場
所
を
「
ゆ
と
り
す
と
パ
ー

ク
中
村
大
王
」
に
移
動
し
、
ト
チ

の
木
や
キ
シ
ッ
ッ
ジ
な
ど
苗
木
四

百
本
を
大
杉
小
学
校
の
児
童
や
参

加
者
が
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

「
ゆ
と
り
す
と
パ
ー
ク
中
村
大
王
」

の
雄
大
な
自
然
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ

が
弁
当
を
囲
み
、
一
望
す
る
四
国

山
脈
・
嶺
北
の
峰
々
を
眺
め
、
参

加
者
た
ち
は
、
森
林
・
自
然
保
護

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

ゆ
と
り
す
と
パ
ー
ク
中
村
大
王
に

記
念
植
樹

一一

一一

r、

』

屋
一
』

(~きみ減量化推進週間）

5月30日～6月5日

減らそうごみ
みどりの地球に思いやり
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平
成
六
年
四
月
一
日
付
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
発
令

さ
れ
ま
し
た

（
財
政
班
）

【
町
長
室
】

班
長
好
永
公
一

町
長
渡
辺
盛
男
主
監
佐
々
木
浪
美
子

主
監
森
岡
正
徳

参
事
小
笠
原
武
生
主
監
小
松
雅
文

管
理
員
笹
岡
一
郎

【
出
納
室
】

（
税
務
班
）

収
入
役
秋
山
正
治
班
長
佐
々
木
譲

出
納
室
長
西
村
勝
男
主
監
前
田
幸
太
郎

主
事
西
村
佳
子
主
事
下
村
賢
彦

主
事
補
原
千
帆

【
総
務
課
】

主
事
補
長
谷
川
拓
史

参
事
森
尾
五
郎
（
主
事
原
精
一
）

課
長
平
石
安
央
（
地
籍
調
査
班
）

補
佐
都
築
康
博
班
長
小
笠
原
征
太
郎

（
庶
務
課
）

斑
長
都
築
純
一
荘
輔
鮎
地
噌
糊

解
主
事
下
村
高
史

主
監
吉
川

主
事
鎌
倉

主
事
高
樽
か
よ
【
企
画
振
興
室
】

技
術
員
森
田
忠
徳

技
術
員
（
兼
）

室
長
山
崎
博
資

笹
岡
一
郎
補
佐
兼
土
地
開
発
公
社
出
向

用
務
員
秋
山
咲
子
徳
弘
洋
一

用
務
員
岡
田
富
子
（
企
画
調
整
班
）

用
務
員
松
岡
順
子
班
長
岩
崎
憲
郎

P

主
監
佐
々
木
香
代
子

主
監
松
浦
延
和

主
監
宮
内
伸
彦

用
務
員
吉
村
久
恵

（
開
発
振
興
班
）

兼
土
地
開
発
公
社
出
向

班
長
佐
竹
範
久

主
監
秋
山
純
夫

主
監
高
橋
公
仁

主
事
平
石
稔

【
議
会
事
務
局
】

局
長
吉
永
礎

書
記
三
谷
淳

【
監
査
委
員
】

参
事
（
兼
）
吉
永
礎

書
記
（
兼
）
三
谷
淳

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

事
務
局
長
（
兼
）

平
石
安
央

書
記
（
兼
）
都
築
康
博

書
記
（
兼
）
佐
々
木
浪
美
子

書
記
（
兼
）
森
岡
正
徳

【
建
設
課
】

課
長
松
下
健
一

補
佐
吉
川
健
栄

補
佐
松
村
敬
一

（
公
共
土
木
班
）

班
長
河
野
大
仁

主
監
桑
名
賢
一
郎

主
監
長
野
佳
人
主
事
宮
内

主
幹
三
谷
裕
一
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

主
事
小
松
隆
章
局
長
（
兼
）
森
下

（
農
林
土
木
班
）

書
記
（
兼
）
佐
竹

班
長
朝
比
奈
富
美
男

主
監
村
山
浩
三
【
天
坪
支
所
】

主
監
小
笠
原

主
監
松
岡
利
雛
支
所
長
上
村

主
事
都
築
清
【
西
豊
永
支
所
】

主
事
前
田
典
彦

（
主
事
釣
井
亘
）
支
所
長
下
村

【
産
業
課
】

【
東
豊
永
支
所
】

参
事
西
村
弘
支
所
長
中
西

課
長
兼
観
光
開
発
協
会
出
向

上
村
幸
一
【
住
民
課
】

補
佐
森
下
広
文
参
事
三
谷

主
査
近
藤
英
雄
課
長
大
崎

主
監
長
崎
屋
圭
太
補
佐
堀
内

（
農
政
班
）

（
窓
口
班
）

班
長
池
添
修
一
斑
長
田
中

主
監
佐
竹
幸
主
監
中
山

主
監

批
雌
柵
惟
主
監
小
林

主
監

主
監
都
築
優
二
主
事
中
西

主
幹
美
濃
明
男
姥
殿
）

小
松

（
林
政
班
）

班
長
秋
山
満
英
主
監
氏
原

主
監
森
山
英
寛
主
監
白
石

主
事
北
村
邦
彦
主
幹
大
石

主
事
補
村
岡
健
治
主
事
茂
松

（
商
工
観
光
班
）
都
築

主
事

兼
観
光
開
発
協
会
出
向
（
衛
生
班
）

班
長
吉
松
英
喜
班
長
上
村

主
監
今
井
達
也
主
監
上
村

戸

金
保

信
幸

胤
明

恵
美

広静雅和節和 静冨敏郷 昭隆隆 広
文幸

血
〈
茎
毒

初
子 博子啓行子夫代子一 香紀子美
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主
監
宮
本
一
男

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

主
任
技
術
員
小
笠
原
典
巨

技
術
員
上
垣
忠
範

技
術
者
阿
佐
守

技
術
者
関
口
穂
積

（
保
険
班
）

班
長
小
松
俊
久

主
監
松
村
浩
子

主
監
都
築
美
穂

（
水
道
班
）

班
長
原
康
富

主
監
松
岡
浩
司

主
幹
坂
本
諭

【
保
育
所
】

保
育
所
長
・
副
参
事

橋
村
千
津
子

（
西
峯
保
育
所
）

主
監
（
保
母
）
村
山
千
春

代
用
保
母
笹
岡
由
美

（
東
豊
永
保
育
所
）

主
査
（
主
任
保
母
）北

村
広
子

主
幹
（
保
母
）
小
笠
原
由
美
子

調
理
員
河
野
智
子

（
大
田
口
保
育
所
）

主
監
（
主
任
保
母
）入

野
光
子

主
監
（
保
母
）
田
淵
能
生

主
事
（
保
母
）
鎌
倉
真
紀

調
理
員
西
川
貞
子

（
大
杉
保
育
所
）

主
査
（
主
任
保
母
）河

井
宏
子

主
監
（
保
母
）
鴫
村
今
子

主
監
（
保
母
）
寛
幸
子

主
監
（
保
母
）
小
笠
原
京
子

調
理
員
長
野
公

調
理
員
三
谷
由
香

用
務
員
長
田
群
子

（
天
坪
保
育
所
）

主
査
（
主
任
保
母
）岡

林
文
子

主
事
（
保
母
）
中
西
奏

調
理
員
山
崎
由
利
子

【
教
育
委
員
会
】

教
育
長
鎌
倉
宏

教
育
次
長
上
村
仁

参
事
・
中
央
公
民
館
長

杉
本
周
二
郎

【
教
育
行
政
課
】

課
長
（
兼
）
上
村
仁

（
教
育
行
政
班
）

班
長
小
笠
原
良
延

主
監
西
村
広
子

指
導
研
修
員

今
井
節
子

（
育
成
セ
ン
タ
ー
）

補
導
教
員
永
井
勇

用
務
員
兼
農
工
セ
ン
タ
ー

笹
岡
万
亀

“

【
生
涯
学
習
課
】

課
長
（
兼
）
杉
本
周
二
郎

（
生
涯
学
習
班
）

班
長
岡
本
伸
雄

主
監
永
野
和
子

主
事
小
松
倫

派
遣
社
会
教
育
主
事長

野
英
秀

教
育
相
談
員

近
藤
育
子

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】

所
長
安
井
長
由

技
術
員
岩
原
安
春

調
理
師
寺
石
由
美

給
食
員
山
中
静
恵

給
食
員
松
浦
美
恵

給
食
員
南
部
千
恵
美

給
食
員
横
山
美
鈴

【
学
校
用
務
員
】

大
豊
中
上
村
真
智
子

大
杉
中
岩
原
慶
子

天
坪
小
小
笠
原
佳
世

大
杉
小
岡
林
蓉
子

川
口
小
山
崎
栄
子

穴
内
小
中
上
村
郁
子

大
田
口
小
石
川
一
枝

豊
永
小
秋
山
久
美
子

東
豊
永
小
小
笠
原
秋
子

西
峯
小
中
慨
野
登
志
子

【
出
向
派
遣
】

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

三
谷
隆
啓

株
式
会
社
山
荘
「
梶
ケ
森
」

近
藤
英
雄

高
知
県
南
国
耕
地
事
務
所

釣
井
亘

高
知
県
総
務
部
地
方
課

原
精
一

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合

事
務
局
永
野
秀
晴

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

（
事
務
局
）

事
務
局
長
三
谷
隆
啓

主
監
山
内
幸
子

主
幹
三
谷
平
通

主
事
補
上
村
浩

（
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
）

主
監
朝
比
奈
恵
子

主
事
佐
々
木
宏
昌

主
事
植
村
百
利

寮
母
三
谷
よ
し
恵

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

主
任
ヘ
ル
パ
ー

平
石
泰
子

北
村
生
子

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー大

田
加
代

森
下
尚
子

“

上
村
代
志

都
築
稔
子

瀬
尾
博
美

（
豊
永
保
育
所
）

所
長
窪
内
和
子

主
任
保
母
上
村
紀
子

保
母
北
村
智
子

調
理
員
岡
崎
美
岐

１
１

特
別
職
及
び
職
員
退
職
者

助
役

西
岡
仁
司
三
月
三
十
一
日
付

議
会
事
務
局
長

杉
本
信
量
三
月
三
十
一
日
付

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

山
中
英
栄
三
月
三
十
一
日
付

清
掃
セ
ン
タ
ー
主
任

三
谷
福
晴
三
月
三
十
一
日
付

大
田
口
小
学
校
用
務
員

原
政
子
三
月
三
十
一
日
付

大
田
ロ
保
育
所
主
任
保
母

秋
山
美
佐
子

三
月
三
十
一
日
付

◎
以
上
の
方
々
が
退
職
さ
れ
ま

し
た
。町

職
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
永
年
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
後
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

後
進
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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四
月
一
日
づ
け
で
、
教
職
員
の

異
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
小
・
中
学
校
で
も
次
の

通
り
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
坪
小
学
校

転
出

教
頭
岡
村
尚
子
船
戸
小
へ

教
諭
小
沢
孝
志
大
杉
小
へ

転
入

教
頭
中
田
美
江
子
豊
永
小
か
ら

○
久
寿
軒
小
学
校

転
出

教
頭
森
本
博
氏
西
峰
小
へ

転
入

教
頭
岡
村
昭
夫
付
属
小
か
ら

○
大
杉
小
学
校

転
出

校
長
苅
谷
貴
顕
本
山
小
へ

教
諭
上
村
理
可
川
口
小
へ

同
刈
谷
武
志
初
月
小
へ

転
入

校
長
中
尾
勲
春
野
小
か
ら

教
諭
小
沢
孝
志
天
坪
小
か
ら

同
岡
林
由
佳
東
豊
小
か
ら

大
豊
田
立
皿
・
ヰ

教
職
員
異
動

○
川
口
小
学
校

転
出

教
諭
久
保
幸
豊
永
小
へ

転
入

教
諭
上
村
理
可
大
杉
小
か
ら

同
重
森
清
子

沢
ケ
内
小
か
ら

主
事
楠
瀬
小
百
合
東
豊
小
か
ら

○
穴
内
小
学
校

転
出

養
護
教
諭
中
村
ミ
カ

白
木
谷
へ

転
入

餐
護
教
諭
二
宮
公
代大

篠
小
か
ら

○
大
田
口
小
学
校

転
出

教
諭
小
松
和
久
付
属
小
へ

転
入

教
諭
原
弘

久
礼
田
小
か
ら

○
豊
永
小
学
校

転
出

教
諭
中
田
美
江
子
天
坪
小
へ

同
山
岡
知
永
久
礼
田
小
へ

僻

転
入

教
諭
久
保
幸
川
口
小
か
ら

同
難
波
成
行
本
山
か
ら

○
東
豊
永
小
学
校

転
出

教
諭
岡
林
由
佳
大
杉
小
へ

主
事
楠
瀬
小
百
合
川
口
小
へ

転
入

主
事
上
村
都
新
採
用

○
西
峰
小
学
校

転
入

校
長
森
本
博
氏

久
寿
軒
小
か
ら

○
大
杉
中
学
校

転
出

教
諭
演
口
賢
策
大
豊
中
へ

同
森
信
輔
土
佐
山
中
へ

転
入

校
長
竹
内
敬
訓
穴
内
中
か
ら

教
諭
山
崎
功
青
柳
中
か
ら

同
浜
田
雅
人
朝
倉
中
か
ら

同
高
橋
え
り
か
大
川
中
か
ら

○
穴
内
中
学
校

転
出

校
長
竹
内
敬
訓
大
杉
中
へ

教
諭
中
村
千
里
土
佐
町
中
へ

転
入

校
長
大
原
二
三
男
三
里
中
か
ら

教
諭
筒
井
哲
詩

鳶
ケ
池
中
か
ら

尚
、
転
出
さ
れ
ま
し
た
先
生
方

に
は
、
大
豊
町
で
の
教
勉
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
新
任
校
で
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
新
し
く
着
任
さ

れ
ま
し
た
先
生
方
に
は
、
大
豊
教

育
の
実
戦
に
ご
尽
力
を
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
退
職
さ
れ
ま
し
た

「
山
本
桂
先
生
・
氏
原
昭
誠
先

生
・
北
村
勇
先
生
」
永
年
の
教
員

生
活
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

今
後
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
第

二
の
人
生
を
大
切
に
さ
れ
る
と
共

○
大
豊
中
学
校

転
出

教
諭
今
井
剛
香
長
中
へ

同
藤
田
和
久
赤
岡
中
へ

転
入

教
諭
演
口
賢
策
大
杉
中
か
ら

○
西
峰
中
学
校

昇
任

校
長
西
岡
長
水
同
中
教
頭

転
入

教
頭
吉
良
修
一
吾
川
中
か
ら

◎
退
職

山
本
桂
西
峰
中
学
校
長

氏
原
昭
誠
大
杉
中
学
校
長

北
村
勇
西
峰
小
学
校
長

岬一

こ
の
四
月
に
町
内
の
小
学
校

（
九
校
）
に
入
学
し
た
児
童
は
男
二

十
六
名
・
女
二
十
五
名
・
計
五
十

一
名
で
す
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆

様
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

新
学
期
は
交
通
事
故
な
ど
が
多

発
す
る
時
期
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

特
に
新
入
学
生
や
低
学
年
生
は
行

動
範
囲
も
広
く
な
っ
た
り
友
達
関

係
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
周

囲
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

に
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

瞳絢瞳禽鍋;年塗
J目

f,1,J

醗名#瀞
Exf雲？
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大
豊
町
連
合
婦
人
会
（
会
長
・

平
石
常
子
、
会
員
・
約
九
百
名
）

で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
町
内

各
部
落
の
婦
人
会
長
（
リ
ー
ダ

ー
）
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、

五
月
十
三
日
、
農
工
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
平
石
会
長
が

過
疎
と
高
齢
化
の
中
で
、
各
種
団

体
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
あ
る
が
、
町
連
合
婦
人
会

は
、
会
員
（
女
性
）
相
互
の
意
志
の

改
革
と
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
鎌
倉
教
育
長
は
「
大
豊

町
に
お
け
る
女
性
（
婦
人
会
）
の

役
割
は
大
き
く
、
日
頃
の
努
力
に

対
し
感
謝
し
ま
す
。
二
十
一
世
紀

に
向
け
て
、
女
性
の
英
知
と
行
動

力
・
発
想
の
転
換
を
期
待
す
る
」

と
祝
辞
。

続
い
て
「
に
こ
や
か
に
人
生
」

を
テ
ー
マ
に
、
町
立
豊
永
小
学
校

長
「
井
上
正
彦
」
先
生
に
よ
る
講

演
。

ま
ず
、
先
生
得
意
の
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
で
肩
な
ら
し
、
会
場
が
ほ

ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
人
間
関
係
．

あ
り
が
た
さ
・
感
謝
の
気
持
ち
、

幸
せ
と
充
実
し
た
人
生
論
を
、
一

時
間
三
十
分
余
り
講
義
。
先
生
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
に
、
会
場

は
絶
え
ず
笑
い
が
あ
り
、
参
加
者

た
ち
は
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

’
Ｐ
寺

飯二

讃
愚
説
罰

。

侭
書
二
一
！

r~可

』

爵
Ｉ
重
言

井上先生の講話に聞き入る参加者

~、〆

町
連
合
婦
人
会
役
員

会
長
平
石
常
子
久
生
野

副
会
長
池
添
玲
子
和
田

同
西
内
智
子
黒
石

監
事
吉
村
崇
子
磯
谷

同
笹
岡
裕
子
八
畝

理
事
山
本
美
保
子
穴
内

同
秋
山
よ
し
み
川
口

同
釣
井
幸
子
大
田
口

同
上
池
広
美
豊
永

同
都
築
康
代
大
砂
子

同
西
岡
恵
津
子
天
坪

同
西
岡
広
子
久
寿
軒

同
永
森
良
子
東
豊
永

同
森
本
田
鶴
子
西
峰

事
務
局
近
藤
育
子
町
教
委

６
月
は
環
境
月
間

_ノ
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藷

戸

姉・美空ひばりさんの遺影碑に詣でる妹の佐藤勢津子さん

あ
の
国
民
栄
誉
賞
に
輝
い
た
美

空
ひ
ば
り
さ
ん
が
、
「
杉
さ
ん
、
杉

さ
ん
、
私
を
日
本
一
の
歌
手
に
し

て
下
さ
い
」
と
、
日
本
一
の
大
杉

に
願
を
か
け
た
こ
と
は
、
あ
ま
り

に
も
有
名
で
す
が
、
そ
う
し
た
縁

（
え
に
し
）
か
ら
、
昨
年
の
五
月
、

大
杉
苑
に
、
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

偲
び
「
遺
影
碑
・
歌
碑
」
が
完
成

（
館
報
二
七
四
）
に
て
紹
介
し
ま
し

た
。

こ
の
ほ
ど
（
三
月
二
十
六
日
）

ひ
ば
り
さ
ん
の
実
妹
で
歌
手
の

「
佐
藤
勢
津
子
さ
ん
」
が
、
大
杉
の

苑
を
訪
れ
ま
し
た
。

お
姉
さ
ん
の
遺
影
碑
の
前
に
立

っ
た
妹
さ
ん
は
、
こ
ん
な
立
派
な

遺
影
碑
・
歌
碑
を
建
立
し
て
頂
き

姉
も
幸
せ
者
で
す
と
涙
ぐ
ん
で
い

ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
訪
れ
た
妹

さ
ん
に
地
元
民
か
ら
、
ひ
ば
り
さ

ん
の
歌
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
注

文
。
そ
れ
で
は
お
礼
の
意
味
も
こ

め
て
と
、
即
席
の
舞
台
で
「
ひ
ば

り
の
マ
ド
ロ
ス
さ
ん
・
川
の
流
れ

の
よ
う
に
」
そ
し
て
自
分
の
持
ち

歌
を
サ
ー
ビ
ス
。
美
空
ひ
ば
り
の

妹
さ
ん
が
来
る
と
言
う
こ
と
で
集

ま
っ
た
フ
ァ
ン
や
観
光
客
か
ら
拍

手
喝
采
。
こ
の
後
、
大
杉
の
苑
に

桜
の
苗
木
を
記
念
植
樹
し
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
七
月
十
一
日
か

ら
、
大
豊
町
高
須
（
役
場
の
上
）

で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
杉
部
落
の
国
道
三
十
二

号
線
沿
い
（
日
本
一
大
杉
の
下
）

に
移
転
新
築
。
三
月
十
日
、
農
工

セ
ン
タ
ー
に
て
、
落
成
式
典
及
び

祝
賀
の
宴
が
盛
大
に
取
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
局
舎
は
、
近
代
的
な
感
覚
で

設
計
さ
れ
て
お
り
、
特
に
窓
口
や

ロ
ビ
ー
等
に
配
慮
し
、
お
客
さ
ん

に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
と
の
こ
と
で
す
。

◎
杉
郵
便
局
は
、
明
治
五
年
七
月

今

四
月
十
八
日
か
ら
業
務

新築落成した大豊郵便局

一
日
、
川
口
村
（
現
川
口
部
落
）

に
川
口
郵
便
局
と
し
て
開
業
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
五
年
六
月

十
六
日
、
杉
村
（
現
杉
部
落
）
に

移
転
、
杉
郵
便
局
と
改
称
。

国
鉄
土
讃
線
、
新
県
道
の
開
通

な
ど
交
通
事
情
の
変
化
に
よ
り
、

昭
和
八
年
十
月
十
六
日
、
高
須
部

落
に
移
転
す
る
。

八
新
局
舎
の
概
要
ｖ

敷
地
一
八
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
下
三
階
建

総
工
費
二
億
五
千
九
百
万
円

駿
直

■
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全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
主
催

の
「
日
中
少
年
少
女
の
翼
」
に
、

全;国少年恋少女の翼

中国研修に参加して

大杉中2年生佐々木伸武

万里の長城にて（佐々木君撮影）

僕
は
幸
運
に
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、
大
豊
町
を
出

発
。
東
京
に
集
合
し
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
参
加
者
と
初
め
て
会
っ

た
時
は
、
全
然
知
ら
な
い
人
達
ば

か
り
で
あ
ま
り
話
さ
な
か
っ
た

が
、
中
国
に
着
く
と
少
し
ず
つ
皆

ん
な
と
打
ち
と
け
話
す
よ
う
に
な

り
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
は
、
同
じ
班
の
み
ん

な
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
夜
お

そ
く
ま
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

研
修
先
の
北
京
師
範
大
学
第
二

付
属
中
学
や
月
壇
中
学
の
生
徒
と

も
楽
し
い
交
流
が
で
き
勉
強
に
も

な
り
ま
し
た
。
中
国
の
広
さ
や

人
々
の
多
い
こ
と
、
自
転
車
の
多

い
こ
と
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
万
里
の
長
城
に
も
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。

三
月
三
十
一
日
、
帰
国
し
ま
し

た
が
、
中
国
で
は
四
日
間
の
短
い

視
察
研
修
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

人
達
と
友
達
に
な
れ
と
て
も
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

僕
は
、
初
め
て
の
海
外
旅
行
を

体
験
し
ま
し
た
が
、
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
や
お
世
話
下
さ
い
ま
し
た

み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
時
代
の
思
い
出
が
で
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
Ｊ

春
の
交
通
安
全
週
間
の
四
月
九

日
、
大
豊
町
大
滝
の
国
道
に
東
豊

永
剣
道
部
員
（
山
崎
光
明
主
将
ら

十
三
名
）
が
集
合
。

同
剣
道
部
の
指
導
者
で
も
あ
る

本
山
署
大
滝
駐
在
所
長
三
浦
巡
査

長
や
大
田
口
駐
在
所
長
北
候
巡
査

長
の
指
導
の
も
と
、
父
兄
の
応
援

も
受
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
乳
酸
菌

飲
料
な
ど
を
配
り
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
同
剣
道
部
は
四
月
十
七

日
に
行
わ
れ
た
「
第
十
六
回
県
下

少
年
剣
道
錬
成
安
芸
大
会
」
に
出

少
年
剣
道
部
員

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る

ドライバーに安全運転を呼びかける部員

場
し
個
人
戦
で
健
闘
し
ま
し
た
。

成
績
（
個
人
戦
）

小
学
高
学
年
の
部
（
六
年
生
）
準

優
勝
山
崎
光
明
東
豊
永
小
ま

た
、
北
村
紘
子
（
東
豊
永
小
五
年

生
）
三
谷
博
明
（
東
豊
永
小
四
年

生
）
ら
も
、
二
回
戦
・
三
回
戦
に

残
る
健
闘
を
し
ま
し
た
。

F~可

』

L『女i生教室に-ついて(お知ら遥）区一一

一
、
ど
ん
な
計
画
で
行
う
の
で

馴
す
か
？

忽

一
●
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て

）
な
る
べ
く
皆
さ
ん
の
希
望

厩
唖一

に
添
っ
た
学
習
会
に
し
た

》
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
一
、
定
員
数
は
？

Ｌ

●
一
教
室
二
十
名
程
度
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
め
る
の

で
す
か
？

●
七
、
八
月
頃
か
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
ど
ん
な
勉
強
を
希
望
す
る

か
は
、
参
加
者
の
話
し
合

い
に
よ
っ
て
決
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
に
連
絡
下
さ

い
。

公
７
２
１
０
４
５
０

一
、
ど
ん
な
人
を
対
象
に
行
う

の
で
す
か
？

●
若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
女
性
を
対
象
と
し
ま
魂
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峰
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
雁

心
の
健
康
を
考
え
る

Ⅲ

立
川
駐
在
保
健
婦
横
山
玲
子
伽

劃
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
曇
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
罰

Ｑ
・
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
人
が
ス
ト
だ
け
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
い

レ
ス
を
受
け
や
す
い
の
で
し
ょ
う
の
で
す
。

か
。
ス
ト
レ
ス
対
策
に
は
ど
ん
な
隠
和
で
、
ま
じ
め
で
、
仕
事
も

も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
手
早
く
、
良
く
ほ
め
ら
れ
る
の
で

ス
ト
レ
ス
は
「
脳
幹
」
つ
ま
り
す
が
、
自
分
ら
し
さ
を
持
っ
て
い

脳
の
調
節
機
能
を
侵
し
ま
す
。
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

眠
れ
な
い
．
落
ち
つ
き
が
な
さ
ら
に
、
自
分
の
欠
点
を
他
人

い
・
い
ら
だ
つ
。
体
の
調
子
が
悪
に
見
せ
た
く
な
い
と
い
う
潜
在
的

く
な
っ
た
り
す
る
の
も
「
脳
幹
」
な
意
志
が
加
わ
る
と
、
ま
す
ま
す

の
機
能
が
侵
さ
れ
る
た
め
で
す
。
苦
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

気
配
り
も
程
々
に
し
た
い
も
の

ス
ト
レ
ス
を

た
め
や
す
い
タ
イ
プ
で
す
．

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
む
事
は
、
二
、
燃
え
つ
き
タ
イ
プ

心
の
健
康
を
侵
す
事
に
な
る
の
で
熱
意
の
人
、
熱
心
で
親
切
な

自
分
は
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
人
、
こ
ん
な
人
が
、
看
護
婦
や
教
師

い
タ
イ
プ
で
あ
る
か
ど
う
か
を
知
を
職
業
に
選
ぶ
と
、
す
ば
ら
し
い

る
事
が
大
切
で
す
。
看
護
婦
・
教
師
に
な
る
で
し
ょ
う
。

◎
ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
い
タ
イ
で
も
自
分
の
時
間
を
切
り
捨
て
て

プ
三
つ
の
例
で
す
。
も
他
人
の
為
に
尽
く
す
、
そ
れ
は

一
、
過
剰
適
応
タ
イ
プ
凝
酬
吹
臓
鵬
肪
仙
削
騨
瞬
興
訓

い
つ
も
他
人
の
事
を
気
に
か
け
入
っ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

人
を
立
て
よ
う
と
し
ま
す
．
集
団
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他

生
活
を
行
う
上
で
は
、
模
範
的
な
人
が
ど
の
様
に
自
分
を
評
価
し
て

人
で
も
裏
を
返
せ
ば
、
自
分
を
殺
い
る
か
と
て
も
敏
感
な
の
で
す
。

し
続
け
て
い
る
と
も
言
え
、
そ
れ
他
人
が
感
謝
し
て
く
れ
る
か
ら

伸

頑
張
れ
る
と
言
う
事
を
、
自
分
が

意
識
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
落
と

し
穴
で
す
。

自
分
が
期
待
す
る
ほ
ど
、
他
人

が
ほ
め
て
く
れ
な
い
と
分
か
っ
た

途
端
、
燃
え
つ
き
て
し
ま
い
ま

す
。

三
、
自
信
貧
乏
タ
イ
プ

何
事
に
も
自
信
が
な
く
、
他
人

の
顔
色
を
う
か
が
う
生
活
で
は
気

が
休
ま
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ヨ
ク
ヨ
考
え
る
し
、
八
方
ふ

さ
が
り
の
感
じ
に
と
ら
わ
れ
が
ち

で
、
自
信
を
持
ち
な
さ
い
と
声
を

か
け
て
も
ら
っ
て
も
、
自
信
を
回

復
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か

ら
。
ま
ず
自
分
の
器
に
合
っ
た
生

活
に
戻
っ
て
自
分
を
見
つ
め
直
す

事
か
ら
始
め
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ト
レ
ス
は
時
に

は
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

事
も
あ
る
の
で
す
か
ら
、
悪
者
扱

い
ば
か
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

で
も
多
く
の
場
合
、
ス
ト
レ
ス

は
人
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
余
分

な
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
あ
ま
り

こ
れ
に
真
正
面
か
ら
挑
み
か
か
っ

て
い
る
ば
か
り
で
は
く
た
び
れ
ま

す
し
、
つ
ぶ
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
・
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
工
夫

が
大
切
で
す
。
三
つ
の
例

一
、
お
し
ゃ
べ
り
・

大
声
を
出
す

心
に
た
め
な
い
で
、
知
人
や
友

人
な
ど
と
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ

と
専
門
用
語
（
カ
タ
ル
シ
ス
）
と
言

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
有
効
で
す
。

二
、
汗
を
か
く
・

体
を
動
か
す

ス
ト
レ
ス
は
、
心
に
ふ
り
か
か

る
心
理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
．

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
を
動
か
す

事
で
（
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）
消
費
す

る
考
え
方
で
す
。

三
、
打
ち
込
む
．

趣
味
を
持
つ

趣
味
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ス

ト
レ
ス
に
強
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
趣
味
な
ど
に
打
ち
込

む
事
で
、
心
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散

す
る
事
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

◎
専
門
的
に
は
、
色
々
な
角
度
か

ら
、
研
究
・
指
導
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
身
近
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
と

し
て
、
例
を
上
げ
て
み
ま
し
た
。

お
互
い
に
「
ス
ト
レ
ス
・
心
の

健
康
」
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
考

え
、
話
し
合
う
事
も
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

伊

懲園鋤歯磨憲瀞健願聴鱈麗罰電鰯議溝
「8020（ハチマルニイマル)運動」5本を下回っているのが現状となってい

をご存じですか。これは、約20本の歯がます。

あれば食生活に特に支障がないといわれ6月4～10日は､｢歯の衛生週間｣です。

ていることから、80歳になっても自分の一生を通して、自分の歯で季節の味を楽

歯を20本は残そうという運動です。しかしめるよう、日ごろから歯の手入れを怠

し、75歳以上の人の歯の本数は、平均でらないようにしましょう。
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世
の
中
の
す
べ
て
の
差
別
の
根

っ
こ
は
一
つ
で
す
。
し
か
も
そ
の

中
で
、
今
の
社
会
の
矛
盾
と
不
合

理
が
部
落
差
別
に
最
も
集
約
さ
れ

て
い
る
ゆ
え
に
、
部
落
差
別
を
な

く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
学
校
や
行
政
は
、
「
部

落
」
と
か
「
同
和
地
区
」
と
か
い

う
言
葉
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
部

落
」
だ
か
ら
「
障
害
者
」
だ
か
ら

と
い
っ
た
理
由
だ
け
で
、
仲
間
か

ら
排
除
し
て
い
こ
う
と
す
る
人
た

ち
の
心
の
卑
し
さ
や
醜
さ
を
問
題

に
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
を
育
て
き
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ

親
や
大
人
た
ち
で
あ
る
の
で
す
。

自
ら
の
生
き
方
を
求
め
て

い
ま
私
は
、
同
和
教
育
推
進
六

講
座
の
学
習
会
を
二
十
人
ぐ
ら
い

の
方
々
と
夜
間
に
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
あ
る
女
性
が
こ
う

社
会
啓
発
コ
ー
ナ
ー

差
別
の
根
っ
こ
は
一
つ

子
供
と
女
性
の
力
を
信
じ
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

「
私
は
、
み
ん
な
と
同
和
問
題

を
学
習
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
自
分

の
人
生
を
ど
う
生
き
て
い
く
の
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
ど
ん

な
に
選
び
取
っ
て
い
く
の
か
が
、

ほ
ん
と
う
に
大
切
な
こ
と
な
の
だ

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
。

い
ろ
い
ろ
な
研
修
会
や
講
演
会

で
よ
く
同
和
問
題
は
、
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
本
当
に
そ
れ
を
自
分

の
も
の
に
し
て
い
る
人
は
、
そ
う

多
く
は
い
な
い
と
い
う
の
が
私
の

見
方
で
す
。
こ
ん
な
に
は
っ
き
り

と
言
い
切
っ
た
方
は
そ
ん
な
に
い

な
い
の
で
は
な
い
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

生
活
の
中
で
学
ぶ

い
ろ
ん
な
同
和
問
題
の
研
修
会

に
参
加
し
た
り
、
ま
た
私
と
今
学

習
し
て
い
る
中
で
、
部
落
差
別
の

、

根
絶
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

受
け
と
め
て
い
る
女
性
に
出
会
い

ま
す
。こ

れ
ら
の
方
々
は
、
性
別
の
知

識
や
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

も
、
部
落
差
別
の
存
在
に
対
し
て

心
か
ら
の
怒
り
を
持
っ
て
い
る
の

は
た
し
か
で
す
。
そ
し
て
、
部
落

差
別
を
な
く
す
る
た
め
の
行
動
を

必
死
に
続
け
て
い
る
の
で
す
。

最
近
学
習
し
た
被
差
別
部
落
の

歴
史
の
中
で
、
私
は
室
町
時
代
に

活
躍
し
た
世
阿
弥
や
善
阿
弥
の
生

き
方
を
話
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち

は
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
聞
い
て
い
ま

し
た
。「

当
時
の
公
家
た
ち
か
ら
「
乞

食
の
所
行
」
な
ど
と
さ
げ
す
ま
れ

て
い
た
世
阿
弥
の
創
造
し
た
能
芸

術
、
そ
し
て
数
多
く
の
名
園
を
手

が
け
た
庭
師
善
阿
弥
も
ま
た
清
掃

や
細
工
、
土
木
な
ど
に
た
ず
さ
わ

る
人
と
と
も
に
河
原
者
と
称
さ
れ

社
会
一
般
か
ら
賎
視
の
ま
な
ざ
し

を
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

け
れ
ど
も
彼
等
は
、
そ
う
し
た
被

差
別
の
苦
し
み
や
悲
し
み
の
た
だ

中
に
あ
っ
て
、
生
活
を
守
り
、
産

業
を
育
て
て
す
ば
ら
し
い
創
造
的

文
化
的
な
営
み
を
持
続
し
て
き
た

の
で
し
た
。
そ
し
て
今
日
、
彼
ら

の
創
り
上
げ
た
能
や
庭
園
は
、
わ

が
国
文
化
の
精
髄
と
し
て
国
際
的

に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の

で
す
。そ

れ
は
不
合
理
な
差
別
を
受
け

な
が
ら
も
、
そ
れ
に
打
ち
ひ
し
が

れ
る
こ
と
な
く
逆
に
そ
こ
か
ら
自

ら
の
内
面
世
界
を
広
げ
深
め
て
い

っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
…
。

私
た
ち
は
こ
の
被
差
別
の
側
に

置
か
れ
た
人
々
の
強
靭
で
豊
か
な

生
き
方
を
も
っ
と
も
っ
と
学
ぶ
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
」

こ
う
話
し
た
時
、
彼
女
た
ち
の

目
は
す
ば
ら
し
い
輝
き
を
ま
し

て
、
表
情
も
生
き
生
き
と
し
て
く

る
の
で
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
、
政
令
に
基
づ
い
て
「
人
権
擁
護
委
員
制
度
」
が
設

け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
。
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番

人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

◎
大
豊
町
で
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
ご
存
じ
で
す
か
。

上
村
芳
郎
（
川
井
部
落
）
窓
七
四
’
○
四
八
三

大
家
正
仁
（
東
土
居
部
落
）
ａ
七
五
’
○
八
五
五

岡
本
修
二
（
穴
内
三
区
）
ａ
七
三
’
○
○
○
七

も
し
、
あ
な
た
の
周
囲
で
人
権
に
か
か
わ
る
心
配
事
や
不
合
理
な
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

“

子
供
と
女
性
の
力
で

こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
と
き
、

二
十
一
世
紀
を
め
ざ
し
た
部
落
差

別
解
消
へ
の
努
力
は
、
子
ど
も
た

ち
と
女
性
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。

こ
の
中
に
こ
そ
、
部
落
差
別
根

絶
へ
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

一
九
九
四
年
三
月
末

高
知
県
同
教
前
会
長

中
山
忠
男
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柴
折
薬
師
の
名
で
知
ら
れ
る
大

田
口
山
豊
楽
寺
は
、
神
亀
元
年
行

基
菩
薩
の
草
創
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
堂
の
薬
師
堂
は
、
仁
平
元
年

（
二
五
一
年
）
頃
の
建
造
物
と
言

わ
れ
四
国
最
古
、
本
県
で
は
唯
一

国
宝
の
建
物
で
あ
り
「
歴
史
と
ロ

マ
ン
の
里
」
大
豊
町
に
と
っ
て

は
、
歴
史
的
な
宝
物
で
あ
る
と
と

も
に
、
全
国
に
誇
り
得
る
貴
重
な

文
化
遺
産
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
国
宝
薬
師
堂
の
大
祭
「
薬

師
祭
」
を
健
全
な
形
で
復
活
し
、

薬
師
寺
を
後
世
に
伝
承
し
す
る
会

と
し
て
「
国
宝
薬
師
寺
奉
賛
会
」

が
設
立
さ
れ
、
そ
の
設
立
総
会

（
百
五
十
名
余
り
が
参
加
）
が
、
三

月
二
十
六
日
、
豊
楽
寺
に
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｆ
鮪
鼠
溺

-才

鶴鰹 ⑥
～

田

騨
寺
《
銃

. エ 1

鍵蝿蝿国
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三 一

奉
賛
会
設
立
会
則
（
抜
粋
）

目
的

本
会
は
、
国
宝
豊
楽
寺
薬
師
堂
の
維
持
管
理
に
協
力
し
て
、
そ
の
文

化
的
価
値
を
後
世
に
伝
え
る
と
共
に
、
日
本
三
大
薬
師
の
一
つ
で
あ
る

柴
折
薬
師
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
薬
師
祭
の
行
事
を
近
代
感
覚
に
適
合

す
る
文
化
的
催
し
と
し
て
、
全
国
に
誇
り
う
る
「
郷
土
行
事
」
に
再
生

し
、
も
っ
て
ふ
る
さ
と
大
豊
と
高
知
県
の
発
展
に
寄
与
、
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

総
会
で
の
決
定
事
項

一
、
会
の
名
称
国
宝
薬
師
寺
奉
賛
会

一
、
事
務
所
大
豊
町
豊
楽
寺

一
、
役
員

名
誉
会
長
吉
岡
義
順
豊
楽
寺
住
職

会
長
氏
原
瑞
穂
大
豊
ク
ラ
ブ
会
長
・
弁
護
士

副
会
長
上
村
冨
久
大
豊
町
同
郷
会
相
談
役

同
秋
山
弘
安
大
豊
町
議
会
議
員

同
南
正
大
豊
ク
ラ
ブ
副
会
長
・
弁
護
士

顧
問
門
田
盛
一
郎
高
知
県
議
会
議
員

同
鈴
木
康
夫
高
知
県
議
会
議
員

同
渡
辺
盛
男
大
豊
町
町
長

相
談
役
北
村
牛
基
大
豊
町
同
郷
会
長

同
桑
名
芳
雄
大
豊
町
議
会
議
長

同
小
笠
原
良
正
豊
楽
寺
総
代
長

事
務
局
小
笠
原
四
郎
若
一
王
子
宮
宮
司

同
上
村
芳
晴
薬
師
観
光
開
発
推
進
会
長

同
北
村
政
市
大
田
口
地
区
公
民
館
長

同
岡
林
秀
雄
大
豊
町
同
郷
会
副
会
長

同
小
笠
原
重
雄
大
豊
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

同
上
村
儀
定
大
豊
町
同
郷
会
副
会
長

一

ゆ今呈盲今zpb■三一や酉q

●4

｢みんなで防ごう土砂災害･大雨が降ったら要注意司
＜6月1日～6月30日土砂災害防止月間＞

日 頃から、緊急時の携行品を避難場所と
天気予報や注意報にひとつにまとめて経路を
関心を持ちましょう。準備しておきましょう。確認しておきましょう。

台風時など､水害の起こる可能性避難時に備えて貴重品や衣類､非常家族全員で､避難時の対応や経路｜
のあるときはもちろん、日頃から用食料などをひとつにまとめて用意・場所を確認しておきましょう。
TVやラジオなどで天気予報を確しておきましょう。また､停電に備また､避難時には､老人や子供
認して､気象の移り変わりを正確えて､懐中電灯や携帯ラジオなどの病人､婦人などを優先的に避難さ
に知るようにしましょう。準備をしておくことも大切です。せてください。周囲の状況を総合

荷物は必要最小限にまとめ､身軽に的に判断し、単独行動は避けるよ
行動できるようにつとめましょう。うにしましょう。

緊急時に対する準備は万全ですか？唐一

一

‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
ａ
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〆 、

暴
力
追
放
三
な
い
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
ご
存
じ
で
す

か
。
暴
力
団
を
「
利
用
し
な

い
」
「
恐
れ
な
い
」
、
そ
し
て
、

暴
力
団
に
「
金
を
出
さ
な
い
」

の
三
つ
で
す
。
暴
力
団
か
ら

の
嫌
が
ら
せ
や
金
品
の
要
求

に
は
、
き
然
と
し
た
態
度
で

拒
否
す
る
こ
と
が
、
な
に
よ

り
必
要
な
の
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
住

民
一
人
一
人
が
〃
脅
し
の
プ

ロ
〃
で
あ
る
暴
力
団
に
、
個

別
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
暴
力
団
対
策
法
に
も
と
づ

い
て
各
都
道
府
県
に
設
立
さ

れ
た
の
が
、
暴
力
団
か
ら
の

被
害
に
立
ち
向
か
う
住
民
を

支
援
す
る
「
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
暴

力
団
問
題
の
相
談
室
が
あ
り
、

弁
謹
士
や
保
護
司
な
ど
の
相

談
委
員
が
適
切
な
解
決
方
法

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。こ

の
ほ
か
セ
ン
タ
ー
で
は
、

暴
力
団
の
被
害
者
に
対
し
て

の
見
舞
金
の
支
給
や
民
事
訴

鵜
暴力追放運動推進センター

秘密厳守で暴力団問題に関する

適切な解決方法を教えてくれます

脳

訟
の
援
助
、
暴
力
団
を
や
め

た
い
と
考
え
て
い
る
人
へ
の

支
援
、
さ
ら
に
は
元
暴
力
団

員
の
社
会
復
帰
の
手
助
け
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ｌ

企
業
の
皆
さ
ま
へ

ｊ

一
部
の
企
業
な
ど
に
は
、

「
暴
力
団
と
つ
き
あ
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な

い
」
「
利
用
次
第
で
は
役
に
立

つ
」
と
い
う
考
え
方
が
い
ま

だ
に
根
強
く
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
大
き
な
誤

り
で
す
。
暴
力
団
に
弱
み
を

み
せ
た
り
、
つ
な
が
り
を
深

め
た
り
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す

つ
け
込
ま
れ
て
被
害
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
企
業
の
暴
力
団
対
策

担
当
者
な
ど
を
対
象
に
、
暴

力
団
へ
の
適
切
な
対
応
と
、

被
害
の
予
防
方
法
を
学
ぶ
識

習
を
開
い
て
い
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
何
ら
か
の
要

求
や
被
害
を
受
け
た
と
き
に

は
、
迷
わ
ず
、
少
し
で
も
早

く
、
最
寄
り
の
セ
ン
タ
ー
か

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

r両

』

暴 力団対策法の醜果、〆

「暴力団による不当な行為の防止などに関すました。また､この法律は､暴力団への加入の強・

る法律｣、いわゆる「暴力団対策法」は、平成4要・勧誘、脱退の妨害も禁止しています。平成

年3月に施行されました。これによって、それ4年度に警察や暴力追放推進センターに寄せら

まで摘発できなかった暴力団による金品の要求れた暴力団離脱の相談件数は、前年度の7倍を

が禁止されるなど､警察の取り締まりが強化され超える約2,000件にも上りました。

、 －ノ

ノ史

児弓手当の申蕊蕊雪駕琶たか
一
Ｊ

請
求
書
を
提
出
し
ま
し
よ
↑
２

平
成
五
年
二
月
末
現
在
、
画

は
約
二
百
六
十
五
万
人
で
す
。

受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
方
の
申
請
、
現
況
届
の
提

出
な
ど
の
手
続
き
、
そ
の
ほ

か
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
は
、
三
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
第
一
子
と
第
二
子
は
月
額
五

千
円
、
第
一
一
一
子
以
降
は
月
額
一
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
子

と
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
．

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
の
窓
口
に
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
市
区
町
村
長
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
そ
の
分
、
受

け
ら
れ
た
は
ず
の
月
分
の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
毎

年
六
月
中
に
児
童
の
養
育
状
況
や
所
得
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
］
こ
れ

を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

六
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
た
、
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
前
の
市
区
町
村
に
受
給
事
由
消
滅
届
を

出
し
、
引
っ
越
し
て
き
た
市
区
町
村
へ
新
た
に
認
定
請
求

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
面
倒
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
＆
さ
ら
に
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
手
当
の
額
が
増
え
る
と
き
は
、
額
改
定

児
童
手
当
の
支
給
対
象
児
童

[』＝白
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五
月
二
十
二
日
か
ら
、
「
春
の
行
政

相
談
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
「
春
の

行
政
相
談
週
間
」
は
、
行
政
相
談
・

行
政
相
談
委
員
制
度
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
総
務
庁
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

川
扱
う
内
容
は

川
国
の
行
政
全
般

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
「
役
所
の

窓
口
案
内
が
分
か
り
に
く
ど
「
分
か

り
づ
ら
い
道
路
標
識
を
改
善
し
て
ほ

し
い
」
「
年
金
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
い
つ
た
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
で
は
、
こ
う
い
っ
た
皆

き
ん
の
身
近
な
問
題
を
受
け
付
け
て

、

函議謹
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

相
談
方
法
は

口
頭
や
電
話
、
手
紙
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
や
特
殊
法
人

（
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｔ
、
日
本
道

路
公
団
な
ど
）
の
仕
事
、
都
道
府
県

や
市
町
村
が
国
か
ら
委
任
き
れ
た
り
、

補
助
金
を
受
け
て
行
っ
た
り
し
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
も
お
聞
き
し
ま
す
。
行
政
相
談

で
扱
う
内
容
は
、
国
の
行
政
全
般
で
す
。

で
す
か
ら
、
複
数
の
行
政
機
関
に
ま

た
が
る
よ
う
な
事
柄
や
、
ど
こ
に
話

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

州
定
期
的
に

Ⅲ

Ⅲ
相
談
所
を
開
設
ⅡⅡ

皆
さ
ん
の
相
談
は
、
全
国
に
約
五

千
人
い
る
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
受
付
を
行
い
ま
す
。
行
政
相

談
委
員
と
は
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委

吸
を
受
け
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
す
人
で
す
。

皆
さ
ん
の
住
む
市
町
村
に
、
必
ず
一

人
は
い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
自

宅
の
ほ
か
、
市
役
所
や
町
村
役
場
、

公
民
館
な
ど
で
定
期
的
に
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
皆

一

川
相
談
は
無
料
で

Ⅱ

川
秘
密
は
守
ら
れ
る
川

Ⅱ

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
の
期
間

中
、
行
政
相
談
を
よ
り
多
く
の
人
が

知
っ
て
、
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ

な
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
「
特
設
行
政
相
談
所
」

で
す
。
総
務
庁
の
管
区
行
政
監
察
局

や
行
政
監
察
事
務
所
の
主
催
で
、
デ

パ
ー
ト
や
公
民
館
な
ど
人
の
集
ま
り

や
す
い
場
所
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
行
政
相
談
委
員
が
、
各
地
で
行

政
相
談
所
を
開
設
し
、
皆
さ
ん
の
相

談
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
行
政
相

談
委
員
、
管
区
行
政
監
察
局
・
行
政

監
察
事
務
所
ま
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
。
相
談
は
、
口
頭
や
電
話
、
手
紙

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
相
談
は
無
料
で
、
も
ち
ろ

ん
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
都
道
府
県
庁
所
在
地

に
あ
る
管
区
行
政
監
察
局
や
行
政
監

察
事
務
所
の
相
談
窓
口
、
全
国
の
主

要
都
市
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
あ
る
八

か
所
の
総
合
行
政
相
談
所
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

’
１
１
１
１

出
題
十
段
武
宮
正
樹

唾
。
零
塞
性
溌
岬
蜜
詫
を
捨
て
て
。
唾

５
分
で
１
級
、
３
分
以
内
で
有
段

者
。

靭
訓
司
班
，
ｚ
聯
，

可
ｇ
、
ユ
趨
二
靭
巽

一
睡
部
》
》
》
一
一

瞬
癖
雄
準
い
い
淑
誰

零
画
諏
辱
脚
士
凹
Ｚ

呼
歪
嘩
権
恥
鍔
歪
垂

矛
８
６
半
、
・
Ｉ
、

ｉ
一
士
可
Ｉ
亜
Ｅ

可
脇
目
蝦
亜
雛
一

謹憩
１
１
‘
‐
ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
帆
‐
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

一

有
段
を
目
指
し
て

IlIlllllll
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－

一
し
て出

題
九
段
北
村
昌
男
一

．
ヒ
ン
ト
…
玉
を
４
筋
に
ま
で
追
っ
一

て
は
砧
み
ま
せ
ん
。

川
分
で
３
級
、
５
分
で
初
段
。
一

持
駒
飛
一

二
三
四
五
六
七
八
九
一~一一一一一重一一一一一一一,一一一一〃一一一声一一一一一一一一一一一.一二一一
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春の行政相談週間

5月”～28日

等

瀞

飛

桂

王

角
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…
０
…
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《
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
》

↑
◎
平
成
６
年
３
月
１
日
１
４
月
釦
日
ま
で
の
受
付
（
５
名
）
》

《
出
生
児
生
年
月
日
性
父
母
部
落
令

垣
丸
亀
未
央
２
月
記
日
女
冨
夫
朱
美
東
土
居
今

回
宮
内
彩
理
３
月
２
日
女
伸
彦
千
恵
美
川
口
南
Ｃ

Ｇ
今
井
悠
人
３
月
”
日
男
剛
み
か
川
口
南
○

Ｇ
大
石
貴
也
４
月
７
日
男
雅
夫
茂
子
久
寿
軒
。

Ｇ
佐
賀
野
晃
４
月
皿
日
男
浩
二
香
大
王
下
ｃ

ｃ

↑
元
気
に
育
て
お
お
と
よ
っ
子
一

命
函
ｖ
ｖ
ｏ
等
●
命
、
〉
ｖ
●
●
●
や
碑
〕
ｖ
ｇ
Ｑ
●
飴
亜
〕
ｖ
■
■
■
一
ｍ
ｖ
ｖ
ｇ
■
■
砧
配
ｖ
ｖ
ｇ
■
■
飴
騨
〕
ｖ
●
●
●
毎
”
〕
ｖ
●
●
●
ｍ
唾
〕
ｖ
甲
●
●
毎
脚
〕
ｖ
●
□
●
ｍ
”
〉
》
■
■
■
毎
脚
〉
▽
。
①
●
ｍ
函
〕
》
●
●
。
ｍ
亜
ｖ
ｖ
ｇ
。
。
毎
画
〕
ｖ
●
●
凸
一
ｍ
ｍ
〕
ｖ
■
■
ｅ

社
会
宅
明
る
く
す
る
運
動
麹
ご
存
じ
で
す
か
？

〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
″
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
国
民
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
も
今
年
で
四
十
四
回
を
数
え
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

嶺
北
更
生
保
護
婦
人
会
会
長
山
中
ヤ
ス
子

ざ巾や〃鑑
冠河東ピコ〉膳

、

四国電力からダ､ム放流について（お願い）
今年も集中豪雨や台風の発生するシーズンとなりました。四国電力で

は､穴内川ダム及び繁藤ダムから放流する場合､サイレンや警報車でお知
らせしております。「サイレンや警報車」による警報を聞いた場合は、川
に置いている物､川におられる方はただちに安全な場所に移動するようお
願い致します。

なお、放流（放水）する場合のサイレンの鳴らし方は次の通りです。
1分間吹鳴～15秒休み～1分間吹鳴
ウー休みウー

◎川遊びや釣りをしているお子さん達に十分周知して下さい。

嘩
莞
葱

、ざ

ひ

蕊

◎
平
成
６
年
３
月
１
日
’
４
月
釦
日
ま
で
の
受
付
（
加
名
）

氏
名
死
亡
月
日
性
年
齢
部
落

豊
永
勇
喜
２
月
別
日
男
“
歳
八
川

小
川
久
吉
３
月
２
日
男
刊
歳
高
須

岡
村
亀
於
３
月
５
日
女
別
歳
黒
石

高
橋
俊
枝
３
月
旭
日
女
別
歳
葛
原

森
下
ヒ
サ
ヱ
３
月
吃
日
女
沼
歳
岩
原

秋
山
博
吉
３
月
晦
日
男
朋
歳
日
浦

桑
名
高
３
月
岨
日
男
閃
歳
東
寺
内

秋
山
六
於
３
月
加
日
女
開
歳
石
堂

丁
野
小
菊
３
月
別
日
女
門
歳
日
浦

三
谷
興
志
恵
３
月
別
日
女
肥
歳
怒
田

豊
永
瑞
穂
４
月
４
日
男
訂
歳
筏
木

秋
山
忠
義
４
月
６
日
男
別
歳
怒
田

北
窪
豊
稲
４
月
８
日
女
布
歳
大
久
保

三
谷
品
尾
４
月
Ⅲ
日
女
肥
歳
土
居

三
谷
憲
穂
４
月
Ｍ
日
男
閃
歳
怒
田

小
笠
原
重
子
４
月
旧
日
女
別
歳
岩
原

西
岡
太
郎
４
月
羽
日
男
欲
歳
久
寿
軒

小
笠
原
冨
盛
４
月
筋
日
男
弱
歳
刈
屋

藤
原
シ
ズ
子
４
月
記
日
女
躯
歳
尾
生

栗
井
守
利
４
月
釦
日
男
船
歳
杉

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

翰
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はじめまして になりました
鯵今後とも可愛がって下さいね鯵

垂

屯，L

堅 ら

ゆうと

今井悠人〈ん
お

央宵ｬ｡ん
あやり

宮内彩理卿ん

”

丸亀未

一

あきら

晃
たかや

大石貴也くん佐賀野 <ん

灘
蝋
酬
輔
郡
鐸
訊
墨
馴

一同

別
ﾛ

男
子
警
察
官
は
、
二
十
六
年
ぶ
り
・
女
子
警
察
官
及
び
交

通
巡
視
員
が
十
八
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
今
回
の
よ
う
に
全
面

的
に
改
め
ら
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。

新
し
い
制
服
は
、
品
位
と
伝
統
を
保
持
し
、
さ
わ
や
か
で

ス
マ
ー
ト
に
力
強
く
、
か
つ
県
民
の
方
点
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
私
た
ち
警
察
官
は
、
今
後
一
層
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
努
力
を
致
し
ま
す
。

各
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
警
察
官
制
服
の
モ
デ
ル
は
、
大
豊
町
大
滝
駐
在
所
の
三
浦

巡
査
長
に
ご
無
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ヱ ．’
勘

一

ｌ
Ｉ
Ｉ

壷
霊
■
誼
写
嘩
諜
溌
躯
零
邪
掌
曜
砺
ま
。
：
。
。
畢
。
：
。

耶
径

L
、

…

、 ｡

＃

回

←

I
g＄

ｌ
■
瑚
曲

９
０

花
冷
え
の
受
話
器
の
奥
の
里
言
葉

三
谷
幸
正

奥
土
佐
に
齢
重
ね
て
さ
く
ら
散
る

杉
本
賀
美

桜
花
び
ら
涙
の
や
う
に
散
り
始
む

猪
野
義
晴

夢
の
夜
も
落
花
貼
り
つ
く
兵
の
墓

秋
山
良
恵

母
子
草
仕
種
は
や
は
り
母
に
似
て

松
浦
美
恵

畑
打
つ
は
こ
こ
ま
で
と
決
め
す
み

れ
草
吉
川
邦
子

万
歩
計
急
ぐ
あ
て
な
く
つ
く
し
つ

む
鎌
倉
き
み
え

。
！
幸
‐
‐
！
⑮
・
・
！
拳
‐
’
０
．
・
参
‐
．
！
琴
‐
画
！
参
‐
首
！
エ
‘
ご
＆
！

◎
本
年
度
も
、
地
区
に
即
し
た

「
生
涯
学
習
活
動
・
ゆ
と
り
す
と

養
成
事
業
」
の
推
進
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

地
区
公
民
館
で
の
各
事
業
に
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
出
来
事
や
話

題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
中
央
公
民
館
長

や
一
手
ひ
二

生
涯
学
習
の
推
進

句
会

作
品
抄
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